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表 1 　‌嘉永 2 年（1849）～安政 5 年（1858）の祝儀の
食に関わる祝行事一覧























































































表 2 　‌嘉永 2 年（1849）～安政 5 年（1858）の月別にみる不祝儀の
食記事一覧
月日 戒名 出現回数 路との関係 食品・食物（主な２品まで）献立番号＊
１月 見了院様  料供、雑煮餅他
琴嶺様  夫宗伯 神酒、備餅他
蓑笠様  馬琴 神酒、みかん他
羅文様  馬琴の兄 神酒、くわし




2月 到岸様  茶飯、一汁二菜他
明廊信士  本膳、牽物他
琴靏様  長男太郎 だんご、白米他
琴嶺様  夫宗伯 だんご、白米
蓑笠様  馬琴 ふた物、蓮根
然生信女様  馬琴の姉 餅
著作堂様  料供
黙誉静舟到岸大姉様  姑百 牡丹餅、まんじゅう薄皮他 ⑳









5月 琴嶺様  夫宗伯 茶飯、一汁二菜他 ⑩㉗
元立院様  路の実父 鯛薄じほ、柏餅他







6月 恵正院様  馬琴の母 神酒、くわし他
淨善信士  白さとう、一汁三菜
7月 琴光院様  路の実母 焼饅頭、茶飯他 ⑪㉙
琴靏様  長男太郎 銘茶、ずいき他
高畑武左衛門  煎茶
梅村氏  餅ぐわし、米饅頭他
賢崇寺御隠居  女婿 牡丹餅、餅白米他
源誉浄善信士 
8月 羅文様  馬琴の兄 神酒、備餅他 ㉚
松葉院様  神酒、備餅他
茲正信士  付、一汁二菜他






9月 貞松様  一汁二菜、茶飯他 ⑥㉛
常光院様  せん茶、御もり物他
長松院様  路の姉 焼饅頭、かきもち他
妙岸様  平、けんちん汁他
琴嶺様  夫宗伯 粥、猪口他
琴靏様  長男太郎 もり物、柿他
坂本氏亡父  壱分饅頭、薄皮もち
路霜大姉  本人 せん茶、くり
琴光院様  猪口、菊見他
峯山貞松信女  夕飯、ぼたんもち
10月 琴靏様  長男太郎 あらこ落がん、白砂糖他 ⑫⑮㊲
唯称様  一汁三菜、煮ばな他
琴嶺様  夫宗伯 茶飯、汁他
路霜大姉  本人 汁膳、酒他
願誉護念唯称居士  一汁二菜、納豆汁他 ㉜
11月 蓑笠様  馬琴 牡丹もち、生鯉他 ⑯㉝
琴靏様  長男太郎 鮭切身、餅他
無量院様  饅頭、せん茶
貞松様  料供、煎茶
路霜大姉  本人 五もくずし、赤飯他
12月 貞教様  料供、みかん他
浄頓様  一汁二菜、煎茶他
然生信女様  馬琴の姉 に付、汁他 ⑰㊱




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































郎の改名披露献立（表 3 －②）と嘉永 6 年の倉太


































女日記」4）では嘉永 2 ， 3 年にも記載がみられた。
嘉永 6 年11月に倉太郎箸揃祝儀一汁三菜と記載
















































くわんなどが使用されていた。安政 3 年 3 回忌の
膳も路が飯田町に出向き下ごしらえから手伝って


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　表 4 の地震見舞い時の食記事 8 件中 2 件に，ま


















































年号 年齢 　月　　日 記　　　　　　　事
文化3  6月3日 紀州藩家老三浦将監医師土岐村元立娘鉄として誕生。
文政10  3月27日 滝沢馬琴の長男宗伯に嫁す。路と改名。
文政11  2月22日 長男太郎誕生。
6月29日 宗伯癇症発す、以降たびたび病臥。
天保元  閏3月18日 長女つぎ誕生。
天保4  8月17日 二女さち誕生。つぎを養女に出す。
天保6  5月8日 宗伯没。
７月下旬 御家人株譲り受け。
10月 四谷組の株購入。神田明神下の家売却。
天保7  11月3日 四谷信濃坂千日谷上の屋敷買収、普請後太郎入居。
11月10日 馬琴一家四谷信濃殿組屋敷に移転。




天保12  １月下旬 『八犬伝』代筆。
2月7日 姑百没。
嘉永元  11月6日 馬琴没。日記は以降太郎または路の筆となる。
嘉永2  6月 路女日記に移る。
10月9日 太郎没。
嘉永3  3月2日 娘さちに婿小太郎を迎える。




嘉永5  3月末 路、感染した痘瘡が総身に及び難儀する。
８月 足袋仕立の内職始める。







嘉永7  2月6日 長太郎がこの度の異国船渡来に付、世間騒がしく万一事有時の為
用心穴掘る地面借用したいと依頼してきた。
6月15日 倉太郎歩き始める。
安政元  8月5日 吉之助、版木内職の紹介を申し入れ。
12月21日 飯田町の御姉様死去、遺言にて火葬。




































































7 ）嘉永 3 年のさちの婚礼祝儀の献立には，本膳
と記されていたが二の膳は出現していなかったの
で，本膳料理は江戸後期には簡略化されていたこ
とが確認できた。しかし，同年頃の甲州市川家の
婚礼膳には二の膳がみられた。本膳料理が変容し
つつある江戸の食形式が地方の田舎部に浸透する
までには時間の流れが必要で，それらが各地方独
特の食文化に反映定着したのであろう。
8 ）本膳料理には，本来使用されていなかった一
汁四菜献立が出現していた。祝儀では一汁三菜献
立に焼物が，不祝儀では坪が主に加えられていた。
また，馬琴日記に出現がみられた献立名称である
膾が路女日記では皿に変化していた。時代の変遷
と共に本膳料理の変容が伺われた。
9 ）倉太郎箸揃祝儀は一汁三菜と日記には記載さ
れていたが，汁が二つあり，一つ目の汁が味噌汁
であることから二汁五菜以上の献立であったと推
察する。数多くの料理を用意し，初孫，倉太郎の
成長を心から祝っていることが献立から読み取れ
た。
10）江戸時代，江戸の災害としては火事，地震が
多い。日記にも多くの記載がみられた。特に安政
の大地震やその翌年の大風烈に関しては詳細な内
容が示されていた。火事見舞いは出火見舞い，近
火見舞い，類焼見舞いときめ細かな対応がみられ
た。弁当や酒，菓子などが記載された見舞いに対
しては，茶と菓子での対応を欠かさなかった。
11）災害時の見舞いの食品では，特に緊急を要す
る場合は握飯と煮染が多かった。これは簡単な煮
炊きで手早く出来ることと煮染は常備菜であった
からではないかと考える。
12）見舞いの用途が多数みられ，贈答暦なる別帳
26 『路女日記』の食記事に関する分析調査（第４報）
が存在していたことから人と人との強い共同体意
識を大切にしていた当時の江戸の事情が伺えた。
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